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ナペレーテイングシステムの表記 


本書では、 Windows オペレーテイングシステムを次のように表記します。 


本書の記載 

Windows OS の名称 

Windows Server 2008 R2 

Windows Server 200 8 R2 Standard 

Windows Server 200 8 R2 Enterprise 

Windows Server 200 8 R2 Datacenter 

Windows Server 2008 R2 Foundation 

Windows Server 2008 

Windows Server 2008 Standard 

Windows Server 2008 Enterprise 

Windows Server 2008 Datacenter 

Windows Server 2008 Standard 32-bit 

Windows Server 2008 Enterprise 32-bit 

Windows Server 2008 Datacenter 32-bit 

Windows Server 200 3 R2 

Windows Server 200 3 R2 Standard x64 Edition 

Windows Server 200 3 R2 Enterprise x64 Edition 

Windows Server 200 3 R2 Standard Edition 

Windows Server 200 3 R2 Enterprise Edition 

Windows Server 2003 

Windows Server 2003 Standard x64 Edition 

Windows Server 2003 Enterprise x64 Edition 

Windows Server 2003 Standard Edition 

Windows Server 2003 Enterprise Edition 

Windows 7 

Windows 7 Professional 64-bit Edition 

Windows 7 Professional 32-bit Edition 

Windows Vista 

Windows Vista Business 64-bit Edition 

Windows Vista Business 32-bit Edition 

Windows XP 

Windows XP Professional x64 Edition 

Windows XP Professional 











商標 

EXPRESSBUILDER と ESMPRO 、 CLUSTERPRO は曰本電気株式会社のを録商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Server はホ国 Microsoft Corporation のホ国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

MegaRAID は、 LSI 社の登録商標です。 

AMI は 、 American Megatrends Inc のを録商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 
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本書についてのを意、補足 


1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

3. 弊社の許可なく複製 - 巧をなどを行うことはできません。 

4. 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不害な点や誤り、記載もれなどお気づきのことが 
ありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

5. 運用した結果の影響については、 4 巧にかかわらず責任を負いかわますのでご了承ください。 

6. 本書の説明で用いられているサンプル値は、すべて架空のものです。 
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/. はじめに 


本書はサーバ管理ユーティリティ 「 ESMPRO / ServerAgent 」 について説明しています。 

お使いになる前に本書をよくお読みになり、正し〈お使いください。 

本書での内容は、 0 S の機能、操作方まについて十分に理解されている方を対象に説明しています。 0 S に関する操作、 
不明点については、各0 S のオンラインヘルプなどを参照して < ださい。 


■本文中の記号 

本書では3種類の記号を使用しています。これらの記号は、次のような意味があります。 



ソフトウエアの操作などにおいて、守らなければならないことについて示しています。 


ソフトウエアの操作などにおいて、確認しておかなければならないことについて示しています。 



巧っておくと役に立つ情報、巧利なことについて示しています。 


■ユーザーサポート 

ソフトウェアに関する不明点、お問い合わせは、「メンテナンスガイド」 （ 「メンテナンスガイド」が付属されていな 
い装置では「ユーザーズガイド」 ） に記載されている保守サービス会社へご連絡ください。 

また、インターネットを利用した情報サービスも提供しています。ぜひご利用ください。 

[ NEC コーポレートサイト] h 咕: // jpn . nec . com / 

製品情報、サポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

[ NEC フィールディング(株)ホームぺージ1 http :// www . fieldinq . co . ip / 

保守、ソリューション、用品、施設工事などの情報をご紹介しています。 
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朱 ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は、 Express 5800シリーズを管理/監視するユーティリティソフトウエアです。 

Express 5800シリーズの信頼性をさらに向上させるためにも、インストールしてお〈ことをお勧めします。 
ESMPRO / ServerAgent がインス!ルされているネットワーク上の Express 5800シリーズを管理/監視するには、 
ESMPRO / ServerManager を「管理 PC 」 じインス!ルしてください。 

ESMPRO/ServerManagerl こついて は、 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照して〈ださし、。 





. 動作環境 



Windows XP 

- OS コンポーネント TCP/IP 

SNMP (簡易ネットワーク管理プロトコル) 
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4 •インストールを始める前に 

ESMPRO / ServerAgent のインス I ル前に必ずお読み< ださし、。 


4 . i インストールの種類 


ESMPRO / ServerAgent には、な下のインス I ル方まがあります。 


■プリインストール 

Express 5800シリーズのプリインストールモデルでは、 ESMPRO / ServerAgent がすでにインス I ルされています。 
インストール済みの ESMPRO / ServerAgent を使うには、「4.2.4 SNMP サービスの設定」な降の手順に従って〈ださ 
し、。 

■ OS インストールとの同時インストール 

「 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップ」で Windows OS をインス I ルするとき、 ESMPRO / ServerAgent も 
同時にインストールされます。 

インストールした ESMPRO / ServerAgent を使うには、「4.2.4 SNMP サービスの設定」な降の手順 I こ従ってください。 

■個別インストール 

EXPRESSBUILDER から ESMPRO / ServerAgent のみを個別にインス I ルできます。 

ESMPRO / ServerAgent をインストールするには、「4.2インストール前の設定」な降の手順に従って〈ださい。 

■ WebSAM Unified Management Framework 統合インス I —ラからのインス I —ル（X) 

WebSAM Unified Management Framework 統合インス I ' — ラ(な下 、 WebSAM UMF 統合インストーラ）を f まうと、 
ESMPRO / ServerAgent と WebSAM 製品を一括でインス I ルできます。 

また、複数の装置へのインストールが容易にできます。 

ESMPRO / ServerAgent をインストールするには、「4.2インストール前の設定」な降の手順に従って < ださい。 

げ ） WebSAM UMF 統合インストーラをサポートしている製品のみ利巧できます。 
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4 . 2 インスI-ール前の設定 

ESMPRO / ServerAgent をインストールして使うには、インストール前にな下を設定してください。 

4 . 2.1 Starter Pack の適用 

ESMPRO / ServerAgent をインス！—ルする前に、 「 necras . sys 」 をインス！—ルしてください。 

「 necras . sys 」 をインス I ルするには、装置に添付されている EXPRESSBUILDER を使って Starter Pack を適巧し 
ます。 

「 necras . sys 」 をインス！—ルせずに ESMPRO / ServerAgent をインス！—ルすると、な下のメッセージを表示して 
ESMPRO / ServerAgent のインストールが中止されますので、システムをアップデートするために Starter Pack を適用 
してください。 



S ね rterPack の詳細については、 EXPRESSBUILDER 内の「インストレーシヨンガイド」を参照してくださし、。 


4 . 2.2 TCP/IP の設定 

固定の IP アドレスを設定します。 

TCP / IP の設定の詳細については、 Windows のスタートメニューから起動するヘルプを参照してくださし、。 


4 . 2.3 SNMP サービスのインス I ル 

0 S ごとの SNMP サービスのインストール方まについて説明します。 


■ SNMP サービスのインストールのを 意 事項 



ESMPRO / ServerAgent の動作には SNMP サービスが必須です。 ESMPRO / ServerAgent をインス I ルした 
あとに SNMP サービスをアンインス I ルしてしまったときは、もう一度 SNMP サービスをインス I ル 
してから ESMPRO / ServerAaent を再インストールしてください。 
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■Windows Server 2008 / Windows Server 2008 R 2 


1. 「コント ロール パネル」からロログラムと機制をクリックします。 

2. [ Windows の機能の有効化または無効化]をクリックします。 

サーバーマネージャーウィンドウが表示されます。 

3. [機能]をクリックします。 

4. [機能の追加]をクリックします。 

機能の追加ウィザードが表示されます。 

5. [ SNMP サービス]のチてックボックスをクリックして、塗 y つぶし状態にします。 

6. [次へ]をクリックします。 

7. [インストール]をクリックします。 

インストールち効化が始まります。 


8. [閉じる]をクリックしてウィンドウを閉じます。 
な上で SNMP サービスのインストールは終了です。 



Windows Server 2008 Server Core / Windows Server 200 8 R2 Server Core インス I —ルのときは、コマン 
ドプロンプトでな下のコマンドを実行して SNMP サービスをインストールします。 

"Start /w ocsetup SNMP-SC" 


■Windows Vista、Windows 7 

1. 「コントロールパネル」から[プログラムと機制をクリックします。 

2. [ Windows の機能の有効化または無効化]をクリックします。 

3. Windows の機能ウインドウで、[簡易ネットワーク管理ブロトコル ( SNMP )] (または [ SNMP の機能])のチェック 
ボックスをクリックして、塗りつぶし状態にします。 

4. [ OK ] をクリックします。 

インストールち効化が始まります。 

レツ上で SNMP サービスのインス I ルは終了です。 


■上記の OS な外 

1. 「コントロールパネル J から[プログラムの追加と削闹(または[アブリケーシヨンの追加と削閑)をダブルクリッ 
クします。 

2. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックします。 

3. 「 Windows コンポーネントウィザード J から惜理とモニタツール]をクリックして選択します。 

4. [詳細]をクリックします。 

5. [簡易ネットワーク管理プロトコル ( SNMP )] のチェックボックスをクリックしてチェックします。 

6. [ OK ] をクリックします。 

7. [次へ]をクリックします。 

コンポーネントの構成が始まります。 

8. WindowsOS のインストールメディアを光ディスクドライブにセットする旨のメッセージが表示されたときは、 
指定のインストールメディアをセットして [ OK ] をクリックします。 

な上で SNMP サービスのインス I ルは終了です。 
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ム么4 SNMP サービスの設定 

SNMP サービスの設定モまについて説明します。 

Server Core インストールな外のときは、 「■ SNMP サービスの設定準備」は不要です。ホ項の 「■ SNMP サービスの 
設定変更」な降の手順に従ってください。 


■ SNMP サービスの設定準備 

監視巧象サーバの 0 S が Server Core インストールのときは、「管理 PC 」 からネットワーク経由で、 SNMP サービス 
の設定を変更します。 

1. 監視対象サーバ側で接続準備をします。 

監視巧まサーバのコマンドプロンプトでな下のコマンドを実行して〈ださい。 

- Windows Server 2008 Server Core インス I —ルのとき 
"netsh firewall set service FILEANDPRINT enable SUBNET " 


"netsh firewall set service REMOTEADMIN enable SUBNET " 


- Windows Server 2008 R 2 Server Core インス I —ルのとき 


"netsh advfirewall firewall set rule group = "フアイルとプリンターの共ち " new enable = Yes " 


2. 「管 SPC 」 に SNMP サービスをインストールします。※本項目な降は r 管理 PCJ で操作します。 

「管理 PC 」 に SNMP サービスをインストールしてください。 

SNMP 甘ー ビスのインストール方まについては、「4.2.3 SNMP サービスのインストール」を参照してくださし、。 

3. 監視対象サーバへのセッションを巧立します。 

「管理 PC 」 の コマン ドプロンプトでな下の コマン ドを実行してください。 

"Net use * ¥¥ ( ServerName ) ¥ c $ / u : < UserName > " 


ホント 


< ServerName > は 、 Server Core インス I —ルを実行しているサーバの名前です。 
< UserName > は、管理者■アカウントの名前です。 


4. [管理ツール]-[コンピュータの管理]をダブルクリックします。 

5. ちペインのツリーの一巧上の階層をちクリックし、[別のコンピュータへ接続]をクリックします。 


6. [別の コン ピュータ]ボックスに、 Server Core インストールを実行しているサーバの コン ピュータ名を入力し、 


[ OK ] をクリックします。 

Server Core インストールをしているサーバの「コンピュータの管理」に接続されます。 


■ SNMP サービスの設定変更 

1. 「コントロールパネル」から憎理ツール]-[サービス]をダブルクリックします。 

Server Core インストールのときは、[管理ツール]-[コンピユータの管理]をダブルクリックして表示される、左 
ペインのツリーの[サービスとアプリケーシヨン]-[サービス]をクリックすると、サービスー覧が表示されます。 

2. サービスー覧から [SNMP Service ] を選巧し、[操作]タブから[プロパティ]をクリックします。 
rSNMPService のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 
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3. [トラップ]プロパティシートの[コミュニティ名]ボックスに、 「publicj または任意のコミュニティ名を入力し 
て[-覧に追加]をクリックします。 

ESMPRO/ServerManager 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフオルトの「*」から変更したとき 
は、 ESMPRO/ServerManager 側で新しく設定したコミュニティ名と同じものを入力します。 

また、 ESMPRO/ServerAgent からのトラップが ESMPRO/ServerManager に正しく受信されるためには、双方 
のコミュニティ名を一致させてください。 

4. [追加]をクリックします。 

5. [トラップ送信先]の[追则をクリックし、[ホスト名、 IP アドレス、または IPX アドレス]ボックスに送信先の 
ESMPRO/ServerManager マシンの IP アドレスを入力後、[追加](または [0K]) をクリックします。 

トラップ送信先に指定されている IP アドレス(またはホスト名）をマネージャ通報 (TCP/IP) の設定で指定すると、 
重複していることを警告するメッセージが表示されます。 

この設定では、指定されている IP アドレス(またはホスト名)の ESMPRO/ServerManager に、アラートが重複 
して通報されます。 

6. [セキュリティ]プロパティシートを表示させて、「受け付けるコミュニティ名」の[追加]をクリックします。 

7. 「コミュニティの権利 J を「読み取り、作成」 （「READ CREATEJ ) または「読み取り、書き込み J (「READ WRITEj ) 

に変更します。 

「受け付けるコミュニティ名」の権利を「読み取り、作成」 （「READ CREATE」） まわは「読み取り、書き込み」 
(「READ WRITE」 似外の権利に設定すると、 ESMPRO/ServerManager からの設定/監視ができな〈なります。 
またコミュニティ名には、手順3で入力したコミュニティ名を入力してください。 


8. [コミュニティ名]ボックスに、 「publicj またはな意のコミュニティ名を入力して[追加]をクリックします。 


9. 「すべてのホストから SNMP パケットを受け付ける J をクリックして選択します。 


• 特定コミュニティからの SNMP パケットのみ受信するように設定するとき 

SNMP パケットを受けつけるコミュニティ名をデフオルトの 「public」 から変更します。 

コミュニティ名を変更したときは、「コントロールパネル」から ESMPRO/ServerAgent のコミュニテ 
イを変更登録してください。コミュニティの変更登録には[全般]タブの [SNMP コミュニティ]リストボ 
ックスを使います。 



また、 ESMPRO/ServerManager からの SNMP パケットを ESMPRO/ServerAgent 側で正しく受信でき 
るようじするため、 ESMPRO / ServerManager 側の設定の送信コミュニテイ名と 
ESMPRO/ServerAgent 側の SNMP サービスが受信するコミュニテイ名を、同じにしてください。 


• 特定のホストからの SNMP パケットのみ受信するように設定するとき 


「これらのホストから SNMP パケットを受け付ける」をクリックし、パケットを受信するホストの IP 
マ ドレスと ESMPRO/ServerAgent をインスIルするサーバの IP アドレスとループバックアドレス 
(127.0.0.1) を指定して〈ださい。 

RAID コントローラを接続できる機種のときは、ループバックアドレス (127.0.0.1) を指定しないと 
RAID コントローラの監視ができなくなります。 


10. [OK] をクリックしてネットワークの設定を終了します。 


な上で SNMP サービスの設定は終了です。 
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■ SNMP サービス設定後のを意事項 


• Oracle など SNMP を使うソフトウェアの一部には、インス！ル時に SNMP サービスのスタートアツ 
プを「手動」に変更するものがあります。 SNMP サービスが開始されていないと、 ESMPRO/ServerAgent 


参運用中に SNMP サービスの設定を変更すると、 RAID コントローラの監視ができなくなることがありま 
す。このようなときは、 FeSMAMI Service J「ESMDiskArray」 を再起動してください。 


は正常に動作できません。このようなときは、 SNMP サービスのスタートアップを「自動」に戻し、サ 
F お I -ビスを剛自して〈ださし、。 


4 . 2.5 RAID コントローラの管理ユーティリティのインス I ル 

RAID コントローラを監視するときは、お使いになる RAID コントローラの管理ユーティリティを使います。 
ESMPRO/ServerAgent のインスIル前に、お使いじなる RAID コントローラの管理ユーティリティがインストール 
されていることを確認してください。管理ユーティリティがインストールされていないときは、管理ユーティリティ 
の各マニュアルを参照し、正し < インストールしてください。 


14 





ぶ•インストール 


J ./ 個別インストール 


ESMPRO/ServerAgent をインストールする手順じついて説明します。 


■インストール前のを意事項 



参システムが完全に起動してからインストールを始めてください。 

参システム起動直後にインストールすると、インストールに失敗することがあります。エラーメッセージ 
が表示されたときは、しばらく待ってから再度インストールしてください。 


■ EXPRESSBUILDER 力、らのインスト ー J レ方法 

1 . 管理者 (Administrator) 権限を持つユーザーで□グオンします。 

2. EXPRESSBUILDER を光ディスクドライブにセツトします。 

才ートラン機能により EXPRESSBUILDER の才ートランメニューが起動します。装置選択画面が表示された場 
合は、該当する装置を選択します。 


ホント 


才ートランメニューが起動しないときは、 EXPRESSBUILDER 巧の ¥a 山 orun¥dispatcher.exe (64 ビッ 
版： dispatcher x64.exe) をダブルクリックして、才ートランメニューを手動で起動してください。 


3. [ソフトウエアをセットアップする]をクリックし、表示されるメニユーより [ESMPRO] をクリックします。 
ESMPRO セツトアップが起動し、メインメニューが表示されます。 


ユーザーアカウント制御がち効のときは、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。[結行]をク 
リックして先に進んでください。 


4. ESMPRO セツトアツブのメインメニューで [ESMPRO/ServerAgent] をクリツクします。 

機種により選択できるメニューがをわります。 
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ダブルクリックでメニューをクリックすると同じダイアログボックスが2つ表示されることがあります。 
2つ表示されたときは[終了]をクリックしてどちらか一方のダイアログボックスを閉じてください。 


5. [ホへ]をクリックします。 

セットアッププログラムが自動機種判断します。セットアッププログラムが機種を判別できなかったときには、 
ESMPRO/ServerAgent のインスI—ルを中止します。 

また、 ESMPRO/ServerAgent がすでにインスIルされているときは、 「ESMPRO/ServerAgent がすでにイン 
ストールされています。」というダイアログボックスが表示されます。 



6. ESMPRO/ServerAgent のインストール先パス名を入力し、[次へ]をクリックします。 

デフオルトでは C:¥ESM フホルダ巧に、 ESMPRO/ServerAgent のモジュールがインストールされます。 


(じは、 Windows システムパーテイシヨンを意味します) 


特に問題がなければ、このまま[ホへ]をクリックしてください。 

インストールホを変更したいときは、[参照]をクリックして希望するインストールホのフォルダをフルパス（ド 
ライブ名を含む)で指定してから、[巧へ]をクリックしてください。 


• ESMPRO/ServerAgent は、 Windows Vista / Windows Server 2008な降でサポートされた J に2004フ 
オントに対応していないため、一部の日本語の文字が正しく表示されないことがあります。インスト 
-ル時のインスIル先パス名に J 旧2004フオントでは入力しないで〈ださい。 



参インストール中に[キャンセル]をクリックすると、インストールを中止するかどうかを確認するメッセ 
-ジが表示されます。メッセージボックスの[中止]をクリックするとインストールを中止できます(メ 
インメニューは表示されたままです)。 


ただし、途中までインストールされたファイルは削除されません。 

♦インストール中まれに Windows インストーラがエラーとなり、セットアッププログラムの実行が失敗 
することがあります。失敗したときは保守サービス会社に連絡してください。 


7. インストール終了のウィンドウがま示されたら、[完了]をクリックします。 

な上でインストールはお了です。インストールした ESMPRO/ServerAgent の機能は、 OS の再起動後にち効になり 


ます。 
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■インストール後のを意事項 

参 ESMPRO/ServerAgent のインストール後、 SNMP サービスは停止状態になっています。 OS の再起動後、 
SNMP サービスは自動で開始されます。 

参 ESMPRO/ServerAgent のインスIルが終了しても ESMPRO セットアップのメニューウインドウは閉 
じません。ほかのダイアログボックスに隠れることがあるのでま意してください。 ESMPRO セットアッ 
もぉ j プを終了するときは、[終了]をクリックしてください。 

参 Windows 7 / Windows Server 2008 R2 において ESMPRO/ServerAgent をインス I—ルすると、「エクス 
プローラーは動作を停止しました」というメッセージが表示されることがあります。 

ただし、インストールは正常に終了しておリ、システムIこ影響はありません。 


^.2 Web SAM UMF 統合インス！ラからのインス！ル 

WebSAM UMF 統合インスI ' — ラから ESMPRO/ServerAgent をインスIルする手順について説明します。 
WebSAM UMF 統合インストーラの詳細については 、 WebSAM UMF に添付されている 「WebSAM Unified 
Management Framework 統合インストーラ利用の手引き」を参照してください。 


■インストール前のを意事項 



参 ESMPRO/ServerAgent をインストールするには、あらかじめ WebSAM UMF エージェント機能を対象装 
置にインストールしておいてください。 

参 WebSAM UMF 統合インストーラからのインストールは、新規インストールのみ実行できます。更新イ 
ンストールはサポートしていません。 


■インストール前の設定 

1. WebSAM UMF の Console を起動します。 

2. ブログラムの動作モードをを養モードに変更します。 

3. プロダクトビューのメニューから[製品の追加]をクリックします。 

4. [製品定義ファイル格細ディレクトリ]を指定します。 

製品名、機能名、バージョンが表示されます。 

5. チェックボックスにチェックが入っていることを確認して [ OK ] をクリックします。 

[プロダクトビュ ー] ツリーに製品名、機能名、バージョンのツリーが作成されます。 

6. [プロダクトビュ ー] ツリーのバージョンの項目を選択し、そのメニューから[パッケージ管理]-[パッケージを録] 
をクリックします。 

7. [パッケージ登钢ウィンドウでインストールするノードと[製品媒体の格納ディレクトリ]を選巧し、[開始]をク 
リックします。 

インストールメデイアがコピーされます。 
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ホント 


• [製品な体の格納デイレクトリ]には、 EXPRESSBUILDER のルートフオルダを指定してください。 

• 製品煤体はインストール対象となる装置から参照できる場所にしてください。 

対象装置の任意フォルダに EXPRESSBUILDER 巧の ESMPRO フォルダをコピーしていただく力、、装 


置の光ディスクドライブに EXPRESSBUILDER をセツトしてくださし、。 


■WebSAM UMF 統合インストーラからのインス I ル方法 

1 . プロダクトビューのメニューから[インストール]をクリックします。 

2. [ノ ード選択]ウィンドウでノードを選択し[設定]をクリックします。 

[製品設定]ウィンドウが表示されます。 

3. 設定巧目を編集し、 [0 K ] をクリックします。 

な下の設定項目を編集できます。 

各設定項目にはあらかじめ適切なデフォルト値が設定されていますが、設定を変更するときは編集して〈ださ 


い。 


設定ち目 

デフォルト値 

インストール先 

¥ESM 

ESMPRO/ServerAgent が使うコミュニティ名 

public 

ラック名（ラックマウント機種のみ） 



「インストール先」のドライブレタ ー(C: 等)が省略されているときは論理ドライブとなります。 

「ラック名」の最大長は63文字で、使える文字は、 A 〜 Z と a 〜 Z の英字、〇〜9の数字、'.'、 ' '、です。 


「コミュニティ名」と「ラック名」はインス！ル後に「コントロールパネル」の 「ESMPRO/ServerAgent の 
プロパティ」で変更できます。 

4. ノードのチXックボックスをチエックして[開始]をクリックします。 

ESMPRO/ServerAgent のインスIルが開始されます。 


インストールに失敗すると、エラーメツセージに InstallShield のエラーコードが表示されることがありま 



す。 

rinstallShield error : -00 」（ "-00" の部分がエラーコード） 

このエラーコー ドが"- 3" となるときは、すでに WebSAM UMF 統合インス I ラを使わずにインスIル 
されています。 
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6 . インス I ^ールを終えた後に 

ESMPRO/ServerAgent のインスIル後に必ずお読み< ださし、。 


が •/ ポートの設定 

OS によっては、ポートを開放していないと SNMP が使うポート (161/UDP) がブロックされ、 ESMPRO/ServerManager 
と ESMPRO/ServerAgent は通信できなくなり、サーバを監視できません。 

な下の手順に従ってポートを設定してください。 

■Windows XP / Windows Server 2003 / Windows Server 2003 R 2 

1. 「コントロールパネル」から [ Windows ファイアウォール]をダブルクリックします。 

[Windows ファイアウォール]のダイアログボックスが表示されます。 

2. [例外]タブの、[ポートの追加]をクリックします。 

3. 「名前 J 「ポート番号 J にな下の値を入力して [ OK ] をクリックします。 

名目 IJ snmp 

ポート番号 161 

UDP 選択 



4. [ Windows ファイアウォール]のダイアログボックスを閉じます。 

■Windows Server 2003 (Service Pack 未適用時） 

1. 「コント ロール パネル」から[ネットワークを綱をダブルクリックします。 

2. 使う接続をちクリックし、[ブロパティ]をクリックします。 

3. [詳細設对タブの瞬を]をクリックします。 

4. [サービス]タブの阳加]をクリックします。 
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5. [サービス設定]にな下の値を入力して [0K] をクリックします。 

サービスの説明 snmp 

ネットワークでこのサービスをホストしている 

コン ピュータの名前または IP アドレス コン ピュータの名前または IP アドレス 

このサービスの外部ポート番号 161 


UDP 選巧 



6. [ネットワーク接続]ウィンドウを閉じます。 


■Windows Server 2008 Server Core / Windows Server 2008 R2 Server Core 

1. コマンドプロンプトでな下のコマンドを実行します。 

"netsh advfirewall firewall set rule name="SNMP サービス (UDP 受信)" new remoteip=any" 

"netsh advfirewall firewall set rule name="SNMP サービス (UDP 送信)" new remoteip=any" 

2. コマンドプロンプトを閉じます。 
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6.2 ESMPRO / ServerAgent の動作設定 


ESMPRO / ServerAgent の動作設定は、「コント ロール パネル」で変更できます。 
ESMPRO / ServerAgent をインストールした機種により異なります。 



設定できる項目は 
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7 . アンインストール 


7 . 1 個別アンインストール 


ESMPRO/ServerAgent をアンインスIルする手順について説明します。 


■アンインストール前のを意事項 


参システムが完全に起動してからアンインストールを始めてください。 

参システム起動直後にアンインストールすると、アンインストールに失敗することがあります。エラーメ 
ツセージが表示されたときは、しばらく待ってから再度アンインストールしてください。 



参ェクスプレス通報サービス/ェクスプレス通報サービス (HTTPS) をご利用のときは、 

ESMPRO/ServerAgent のアンインストールの前にェクスプレス通報サービス/ェクスプレス通報サービ 
ス (HTTPS) をアンインスIルしてください。 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス (HTTPS) のアンインストール方まについては、「ェ 


クスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス (HTTPS) インストレーシヨンガイド」を参照してく 


ださい。 


■コント ロール パネルからのアンインス I ル 方法 

1. 「コントロールパネル J から[プログラムと機能]([プログラムの追加と削除]または[アプリケーシヨンの追加と削 
除])をダブルクリックします。 

2. [ESMPRO/ServerAgen 口を選択して[アンインストールと変更](または博更と削除])をクリックします。 

3. アンインストール終了のウィンドウがま示されたら、[完了]をクリックします。 

な上でアンインストールは終了です。アンインストール後は 0S を再起動してください。 

■ EXPRESSBUILDER からのアンインス I ル方法 

1. 「5.インス!ル J の手順を参照して ESMPRO セットアッブのメインメニューを起動します。 

2. 「ESMPRO/ServerAgen りをクリックします。 

「Agent セットアップへようこそ」というダイアログボックスが表示されます。 

3. [次へ]をクリックします。 

「ESMPRO/ServerAgent が既にインストールされています。」というメッセージが表示されます。 

4. [削除する]を選択して[次へ]をクリックします。 

5. ファイル削除の確認が表示されるので [0K] をクリックします。 

6. アンインストール終了のウィンドウが表示されたら、[完了]をクリックします。 

な上でアンインストールは終了です。アンインストール後は 0S を再起動してください。 
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■アンインストール後のを意事項 


参アンインストール後、インストールホフオルダに rAMIRTUpt . dll 」 というファイルが1つだけ残ること 
があります。そのときは、手動で削除してください。 

( rAMIRTUpt . dll 」 レ: I 外のファイルも残っているときは削除しないでください） 

参アンインストール後 、 InstallShield 2008の不具合によリアンインストール後の巧回再起動時のみ、な下 


の エラーメツセー ジが表示されることがあります。表示されたときは [ OK ] をクリックしてそのまま進め 


圍 


てください 


E¥PROQRA> け IHSr AL~ け 16342 ド 


Q 孤裕斯稱 W 説な脱】媒鄉撫慾臟紋纖纖严して紙。 


I ： OK 


Windows 7/ Windows Server 2008 R 2 において ESMPRO/ServerAgent をアンインス I —ルすると、「ェ 


クスプローラーは動作を停止しました」というメッセージが表示されることがあります。 
ただし、アンインストールは正常に終了しており、システムに影響はありません。 


7.2 Web SAM UMF 統合インス I ラからのアンインス I -- ル 

WebSAM UMF 統合インス I ' — ラから ESMPRO / ServerAgent をアンインス I ルする手順について説明します。 
WebSAM UMF 統合インストーラの詳細については 、 WebSAM UMF に添付されている 「WebSAM Unified 
Management Framework 統合インストーラ利用の手引き」を参照してください。 


■アンインストール前のを意事項 



WebSAM UMF 統合インス I ' — ラからの ESMPRO / ServerAgent のアンインス I ルは 、 WebSAM UMF 統 
合インス I ラからインス I ルしたときのみアンインスールできます 。 WebSAM UMF 統合インストーラ 
を巧わずにインストールしているときは、「7.1個別アンインストール」の手順にがってアンインストール 
してください。 


■ WebSAM UMF 統合インストーラからのアンインス I ル方法 

1. WebSAM UMF の Console を起動します。 

2. プログラムの動作モードを定義モードに変更します。 

3. プロダクトビューのメニューから[アンインストール]をクリックします。 

4. ノードのチェックボックスをチェックして[開始]をクリックします。 
ESMPRO / ServerAgent のアンインス I ルが開始されます。 



アンインストールに失敗すると、エラーメツセージに InstallShield のエラーコードが表示されることがあ 
ります。 

「 Ins ね IlShield error : -00」（"-00"の部分がエラーコード） 

このエラーコードが"- 3" となるときは、すでに WebSAM UMF 統合インストーラを巧わずにアンインスト 
—ルされています。 
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s . を意事項 


な .1 イベントログ 

■ LAN 監視の通報 

LAN 監視機能では一定時間(監視間幅)ごとに、その期間内の送受信パケット数とパケットエラー数から回線の状態を 
判断します。そのため一時的な回線高負荷でも、 ESMLANService がイベントログ(システム)にな下のイベントを登録 
することがあります。 


ソース 

ESMLANService 

イベント ID 

301 

レベル 

警告 

説明 

回線障害の可能性があります。デバイス：％1エラー種別：％2，％3，％4 

アライメントエラー数=%5 

FCS エラー数=%6 

キヤリアセンスエラー数=%7 

ソース 

ESMLANService 

イベント ID 

302 

レベル 

警告 

説明 

回線が高負荷状態です。デバイス：％1エラー種別：％2，％3 

送信パケット総数=%4 

遅延衝突数=%5 

単一衝突数=%6 

多重衝突数=%7 

遅延送信数=%8 

超過衝突数=%9 

MAC 送信エラー数=%10 

現象が一時的なときは、 

次の監視のタイミングで下のイベントが登録されますが、問題ありません。 

ソース 

ESMLANService 

イベント ID 

305 

レベル 

情報 

説明 

次の障害から通常状態に戻りました。デバイス：％1障害イベント ID : %2，％3，％4 


LAN 監視機能は、な下の基準に従って回線の状態を監視しています。 

• 下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)な上のとき、イベント ID 301 をエラー種別1で登録します。 
100 X アライメントエラー数/受信パケット総数 

※アライメントエラー:サイズがオクテツト (8) 単位でない受信パケット。 
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• 下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)な上のとき、イベント ID 301 をエラー種別2で登録します。 
100 XFCS エラー/受信パケット総数 

XFCS エラー:チェックサムでエラーが出た受信パケット。 

• 下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)な上のとき、イベント ID 301 をエラー種別3で登録します。 

100 X キャリアセンスエラー数/送信パケット総数 

※キャリアセンスエラー:パケット送信時の回線確認でエラーとなる。 

参下記計算結果が、しきい値(送信リトライ発生の割合)な上のとき、イベント ID 302 をエラー種別1で登録します。 
100 x ( 遅延衝突+単一衝突+多重衝突+遅延送信)/送信パケット総数 

※遅延衝突 ：送信開始からワンスロットタイム (51.2 ms (10 Mbit / s のシステム))後にパケット衝突が発生した。 

単一衝突 ：パケット送信中に1回のパケット衝突が発生した。 

を重度衝突 ：パケット送信中に2〜15回のパケット衝突が発生した。 

遅延送信 ：パケットの送信を遅らせた。 

• 下記計算結果が、しきい値(送信アボート発生の割合) lil 上のとき、イベント ID 302 をエラー種別2で登録します。 
100ぺ超過衝突+ MAC 送信エラー)/送信パケット総数 
※遅延衝突 ：パケット送信中に16回な上のパケット衝突が発生した。 

MAC 送信エラー：何らかの内部送信エラーが発生した。 

LAN 監視機能は、 SNMP サービスが正し〈動作していることが前提となっています。 SNMP サービスに何らかの異常 
があると、イベントログ(システム)じな下のイベントをを録して、 ESMLANService は停止します。 


ソース 

ESMLANService 

イベント ID 

399 

レベル 

: 情報 

説明 

ESMLANService 情報 - SNMP Service does not accept a request . 


このときは、 SNMP サービスの設定を確認して < ださい。 

■ CPU 負荷監視のイベントログ 

システムの一時的なリソース不足、高負荷率などが原因で、 0 S からパフホーマンス情報が取得できないことを検出し 
たときに、 ESMPRO / ServerAgent ではな下のイベントログを登録しますが、システムの運用に問題ありません。 

(説明中の Y と X: 英数字 ■ YYYY は取得できないこともあります） 


ソース 

ESMCpuPerf 

イベント ID 

9005 

レベル 

情報 

説明 

システムのパフォーマンス情報が取得できない状態です 


(YYYY Code = xxxx ) 


なお、情報が取得できない場合は負荷率を〇〇/〇と して板うため、 連続して情報が取得できない事象が発生したときは、 
CPU 負荷率は実際値よりもほく表示されることがあります。 
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■監視イベントの通報 

• アラート通報機能は、システムのイベントログにを録されたイベント情報を元に通報しています。そのためイベン 
トビューアのイベントログの設定にて、イベントログの処理を[必要に応じてイベントを上書きする]に設定して〈 
ださい。それな外の設定では通報されません。 

♦アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ）の監視イベントツリ ーI こ登録されたイベントは、 Alert 
Manager Main Service が開始していないとマネージャへ通報されません。また上記のサービスが開始しているとき 
でも、各通報手段の通報ち効/無効フラグが無効になっていると通報されません。通報ち効/無効フラグは、アラー 
トマネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]-[通報手段の設定]で設定します。 

同様に、システム起動時に Eventlog サービスが開始な前に発生したイベントについても通報されません。 

• アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ)の[通報基本設定]-[その他の設定]において、シャットダウン開 
始までの時間を設定できます。ネ刀期値は20秒になっています。この値をネ刀期値より短くしたときはシャットダウ 
ン時に通報されないことがあります。 

• 監視巧をイベントの通報時に通報障害が発生すると、イベントログIこエラーメッセージがを録されます。この通報 
時に発生するエラーメッセージを、監視対象イベントとして新規登録してしまうと、通報時のエラーを再度通報し 
てしまうことになり、障害復旧時に大量に通報されてシステムの負荷が高くなり性能がイ圧下することになります。 
特に下記アラート通報機能のサービスが出力するイベントは監視対象としないでください。 

■ Alert Manager Main Service 

■ Alert Manager Socket(S) Service 

■ (Alert Manager ALIVE(S) Service)* 

(*)Alert Manager ALIVE(S) Service は、エクスプレス通報サービス、または WebSAM AlertManager がインスIル 
されているときのみ、を録されるサービスです。 

■システム起動時にを録されるイベントログ(アプリケーション） 

イベントログ(アプリケーション)について補足します。 

• ソース： Perflib のイベントに関して 

システム起動時に、イベントログ(アプリケーシ ョン) にソース: Perflib でログがを録されることがあります。 
イベントログに関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。それぞれの事象の解 
決モまの情報を参ちにしてください。 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書番号:226494 
「パフナーマンスモニタ拡張機能のイベント」 
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ia; 226494 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書番号:296187 

「パフオーマンスカウンタのクエリを開始すると、アプリケーションログイベントが生成される」 
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ia; 296187 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書番号:267831 

「パフ ホーマンス カウンタを 口ード するときにイベント ID 2003の警告メッセージがログに記録される」 
http://suppQrt.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ia; 267831 
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• ソース :l 旧 InfoCt 巧 . WSCtrs - FTPCtrs のイベントに関して 


システム起動時に、イベントログ(アプリケーシヨン)にな下のソースでログがを録されること力 s ' あります。 


ソース IlSInfoCtrs,WSCtrs 

イベント ID 1003 


ソース FTPCtrs 

イベント ID 1000 


イベントログに関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。それぞれの解決方法 

の情報を参をにしてください。 

ーマイクロソフトサポート技術情報-文書番号:418200 

「[ II 司 MSInfoCtrs と WSCtrs でイベント ID 1003が記録される」 
http :// suDport . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; ia ; 418200 

-マイクロソフトサポート巧術情報-418199 
「[ M 司 FTPCtrs でイベント ID 1000が記録される」 
http :// support . micrQsoft . com / default . aspx ? scid = kb ： ia ：41 8199 

マイクロソフトサポートオンラインには、記述したイベントログレ:>1かの巧術情報も公開されています。参考とし 

て定期的に確認してください。 

-マイクロソフトサポートオンライン 

http :// suDport . microsoft . com / default . aspx ? LN=JA 


■イベントログ監視 

イベントログ監視機能の対象に設定できるイベントは、[アラートマネージャ]のウィンドウに表示されるイベントのみ 
です。表示されないイベントは設定できません。 

例 ： Windows Vista / Windows Server 2008から採用された新しい Windows Event Log(Windows Eventing 6.0) にお 
いて、イベントのメタデータ巧に ChannellD (イベントに対するチヤンネル属性）が定義されていないイベント 
は設定できません。 


な .2 ハードディスクドライブ. RAID システム.ファイルシステム 

■ハードディスクドライブの接続 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされている装置のハードディスクドライブを別の装置へ接続すると、ハードデ 
イスクドライブ予防保守機能が正しく動作しないことがあります。このようなハードディスクドライブは接結しない 
でください。 
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■ RAID コントローラが巧在しない HW 

ディスクアレイ監視機能の監視サービス (ESM AMI Service 、 ESMDiskArray ) は、それぞれの RAID コントローラが巧 
在しない HW にもインストールされ、サービスの[スタートアップの種類]は[自動]となります。ディスクアレイ監視機 
能の監視サービスは、 0 S 起動時に起動してそのまま動作し続けます。ただし、監視対象の RAID コントローラは巧在 
しないわめ監視しません。 

同様に[スタート]メニユーにも [ESMPRO ServerAgent ディスクアレイ監視]を追加しますが、このとき、 
ESMPRO/ServerAgent ディスクアレイ監視の保守作業、監視間隔を変更する 「 ESMPRO/ServerAgent ディスクアレ 
イ監視コンソール」は使えません([スタート]メニユー、 [ESMPRO ServerAgent ディスクアレイ監視]、[コンソール] 
をクリックすると、コンソールは監視対象の RAID コントローラが巧在しないことを示すメッセージを表示します)。 

■テープ監視機能 

ESMPRO / ServerAgent では、テープ装置は障害監視しません。 

監視するときは、バックアップソフトウエア、テープ監視アプリケーシヨンをご利用〈ださい。 
ESMPRO / ServerAgent のイベント監視機能を使うことにより、バックアップソフトウエア、またはテープ監視アプリ 
ケーシヨンがを録するイベントログを監視できます。 

■ストレージ、ファイルシステム監視機能の設定変更とリセット 

監視間隔変更、ハードディスクドライブの交換後のリセット、ハードディスクドライブ予防保守のち効/無効、ファイ 
ルシステム空き容量監視のしきい値変更などの設定変更は、変更してもすぐには反映されません。設定を変更したあ 
と、監視サービスの巧の監視間隔で変更した設定が有効になります。 

■ハードディスクドライブ予防保守の変更 

ハードディスクドライブ予防保守のち効/無効を変更すると、監視対象すベてのハードディスクドライブに巧して変更 
した内容が設定されます。個々のハードディスクドライブごとに対しては、ち効/無効を設定できません。 

■ SCSI / IDE 接続1^；外のデバイスの監視 

ストレージ監視は USB などの SCSI / IDE 接続な外のストレージデバイスを監視しません。 


■ハードディスクドライブ追加時の ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報] 
の表示 

LSI 社製 RAID コントローラを f 妾続できる機種では、 RAID システムにハードディスクドライブを追加した直後は、 
ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報] I こ追加したハードディスクドライブが表示されません。追加したハ 
-ドディスクドライブをコンフィグレーシヨンして RAID システムに細み込まれたあと、ツリーに表示されるように 
なります。 

■ネットワークドライブの ESMPRO / ServerManager のけーバ状態/構成情報]の表示 

ネットワーク接続したドライブは、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のファイルシステムツリー配下 
に表示されません。 
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■ SCSI/IDE コントローラのリソース情報 

SCSI / IDE コントローラの構が管理情報に含まれる[リソース情綱は、 OS 種別により取得できないことがあります。 
0 S のシステム情報やデバイスマネージャを参照して確認してください。 

♦ 64 ビット版 0S 全般 

リソース情報には正しい情報を返却しません。 

• Windows Vista / Windows Server 2008 な降 

リソース情報の管理項目"1のポート"には正しい情報をあ却しないことがあります。 

■ RAID システム変更時の ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の表示 

ESMPRO / ServerAgent のインストール直後、または RAID システムのメンテナンス中に、物理デバイス、論理デバイ 
スを追加および削除したときは、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のディスクアレイッリーに、情報 
が反映されるまで時間がかかります。数分後に ESMPRO / ServerManager で監視対象サーバを再度選択し 、ッり一を 
更新して〈ださい。 

■ SATA 接続の光ディスクドライブ 

LSI Embedded MegaRAID をお使いのときは、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のストレージッリー 
配下に、 SATA 接続の光ディスクドライブに関する情報はま示されません。 


ぶ•ゴ 1/0デバイス 

■フロッピーディスクドライブ情報 

OS の動作中に USB 接結のフロッピーディスクドライブを追加/削除したときは、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ 
状態/構烟青綱の [ I / O デバイス]配下のドライブ情報に反映されるのは、次回 OS 起動時になります。 
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■シリアルポート 

ESMPRO/ServerAgent はシリアルポートを使う機能が複数あり、これらの機能を使うときはポートが不足することが 
あります。 

それぞれの機能で使うシリアルポートは、な下のとおりです。 

■UPS ;COM1 〜10 

■APCU : COM1 〜2 

- (ALIVE 保守)* : COM1 〜9 

の ALIVE 保守はリモートアクセスサービス (Remote Access Service) を利用します。 


マネージャ通報 (TCP/IP 〇山- of-Band) でリモートァクセスサービスを利用するときじ巧えるシリァルポートは、な下の 
とおりです。 

. マネージヤ通報 (TCP/IP Ou 卜 of-Band) : COM1 〜10 


このうち、シリアルポートを共ちできるのは、な下の組み合わせだけです。 
- ALIVE 保守+ ユー ザー利用 リモー トアクセ スサービス 


どちらか一方の機能で回線を使っているときはもう一方の機能は使えません。 



リモートアクセスサービスを使うマネージャ通報 (TCP/IP 〇山- of-Band) は、ほかのシリアルポートと共ちす 
ると障害情報が通知できないことがあります。共用は避けてください。 


■プリンタ情報の利用巧能時間と終了時刻 

新しくプリンタを接続して、ドライバのインス トール や コンフィグレーシヨ ンしたときなどは、プリント マネー ジャ 
で表示される利用可能時間/終了時刻は [00:00] ですが、 ESMPRO/ServerManager で表示される利用可能時間/終了時刻 
は [9:00] となります。これを正しく表示するためには、な下の手順に従ってプリン トマネー ジャから利用可能時間/路了 
時刻を設定してください。 

1. プリントマネージャから設定したいプリンタをちクリックし、[プロパティ]をクリックします。 

2. [詳細設定]タブの[開始]をクリックして「利巧可能時時間 J と「終了時刻 J を入力します。 

3. [ OK ] をクリックします。 

な上で ESMPRO/ServerManaaer で正しく表示されるようになります。 


■ USB 接続のキーボード/マウスの ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報] 
の表示 

USB 接結のキーボード/マウスを接続していると、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の [I/O デバイス] 
配下のキーボード 7 マウスの情報は「不明」と表示されます。 

■マルチモニタ環境での I / O デバイスの情報 

HW にグラフィックアクセラレータボードを搭載して、マルチモニタ環境を構築していると、 
ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情綱の [I/O デバイス]には、モニタ 1 に設定したモニタの情報のみが表示 
されます。 
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■ディスプレイアダプタのリフレッシュレート 

画面のリフレッシュレートがハードウエアの既定値に設定されると、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情 
報]の [I/O デバイス]配下のディスプレイアダプタの[リフレッシュレート]の値は、 riHzj と表示されます。 

X 画面のリ フレッシュレー トの設定は、[画面の プロパティ ]- [設定]タブ-辟細設定]- [ モニタ ] タブ-[画面のリ フレッシュ 
レート ] で確認できます。 

义 モニタ 名が [Generic PNP Monitor] と表示されたときに、画面の リフレッシュレー トが ハー ドウエアの既定値に設定 
されます。 


■ディスプレイ情報の表示 

監視巧ま 0S が Windows 7 のときは、 ESMPRO/ServerManager のディスプレイ情報のな下の項目力<、「不明」と表示 
されることがあります。 

♦リ フレッシュレー ト 
• を直/水平解像度 
• ピクセル 


な .4 ハードウェア 

■奇数枚の DIMM 実装にて使ったときの ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成 
情報]の表示 

奇数枚の DIMM 実装にて使ったとき、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構風青報]のメモリバンクが未実装と表 
示(グレイ表示)されることがありますが、実際に実装されているメモリと同じ実装位置のメモリが正常になっていれば、 
ESMPRO/ServerManager の表示としては問題ありません。 

DIMM の警告/異常が発生したときは、メモリバンクが黄色(警告)/ホ色(異常)になり、問題を検知できます。 


tf.JSNMP 

■ SNMP サービス ( snmp . exe ) の CPU 負荷率 

ESMPRO/ServerManager でサーバを監視中に、 ESMPRO/ServerAgent 側の SNMP サービスの CPU 負荷率が 
ESMPRO/ServerManager のサーバ状態監視間隔ごとに高くなることがあります。 

ESMPRO/ServerAgent と ESMPRO/ServerManager は、 SNMP サービスを介して情報をやりとりします。 
ESMPRO/ServerManager のサーバ状態監視をち効(デフナルト）にしているときは、定期的に ESMPRO/ServerAgent 
に対して現在のサーバ状態の取得要求が発行され、それに対して ESMPRO/ServerAgent 側はサーバ状態を確認するた 
めに一時的に SNMP サービスの CPU 負荷率が高くなります。 

動画再生などじ使うアプリケーシヨンにおいて「途切れ」などの現象が発生するときは、 ESMPRO/ServerManager 
のサーバ状態監視をお効にするか、監視間隔を広げるなどして運用して < ださい。 
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■ SNMP サービスのハング 

SNMP サービスには、 SNMP 拡張エージェントと呼ばれるモジュールが巧在します。この SNMP 拡張エージェントは、 
SNMP サービスを使うソフトウ I アをインストールしたときに登録されることがあります。 

SNMP サービス開始時には、これらの SNMP 拡張エージェントの読み込みもさめ初期化しますが、一定時間内にネ刀期 
化が終了しなかったときは SNMP サービスのハングが発生します。 

このときは、一時的な 0 S の高負荷などにより、 SNMP サービスのネ刀期化に時間がかかりハングを起こすことが考え 
られますので、 0 S の負荷が十分に軽くなったあとに SNMP サービスを再起動してください。 

■コミュニティの権利 

0 S の種類、バージョンにより、 SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティが設定されていなかったり、 
権利のネ刀期設定が異なったりします。 

ESMPRO / ServerManager からのリモートシヤットダウン機能、およびしきい値の変更機能を巧うには、コミュニティ 
を設定し、その権利を「読み取り、作成 」 （「READ CREATE 」） または「読み取り、書き込み 」 （「READ WRITE 」） 
に設定してください。 

■コミュニティの変更 

ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で、特定コミュニティからの SNMP パケットのみを 
受信するようにデフオルトの 「 public 」 から変更したときは、 ESMPRO / ServerAgent に巧してコミュニティのを録を 
変更して〈ださい。 

1. 「コントロールパネル」から [ESMPRO/ServerAgent] をダブルクリックします。 

2. [全蝴タブ- [SNMP の設定]- [SNMP コミュニティ 名]リストボックスから任意の コミュニティ 名をクリックしま 
す。 

[SNMP コミュニティ ] リス ト ボックスには受信対象の コミュニティ 名の一覧が表示されます。 

3. [0K] をクリックします。 


な•な システム 

■ CPU 情報 

ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構風青綱のシステムツリーの CPU 情報の外部クロックは、「不明」と表示さ 
れます。 


な .7 -システム環境 

■ 温度/電圧/ファン監視のしきい値 

温度/電圧/ファンのしきい値の表示/変更はできません。ただし、機種により ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/ 
構成情綱でしきい値の表示のみできるものがあります。 ESMPRO / ServerAgent はそれぞれの機種で設定された最適な 
しきい値により監視しています。 
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■温度/電圧/ファンセンサの表示 

機種により、状態、現在値、回転数、しきい値などの情報を持たない温度/電圧/ファンセンサが存在します。そのため、 
ESMPRO/ServerManager で該当センサを参照したときに、な下のよう I こ表示されることがありますのでを意してくだ 
さし、。 

• ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情綱で、状態が「不明」とま示される。 

• ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]で、現在値、回お数が表示されない。または「不明」と表示さ 
れる。 

上記のように表示されていても、監視していますので問題ありません。 

■售体カバー監視 

匡体カバー監視をサポートしている機種でも、ネ刀期設定では憧体カバーの開閉に伴うアラートは通報されません。ア 
ラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ)で設定を変更することにより、置体カバーの開閉のアラートが通報 
されるようになります。 

ただし上記の設定に関係な〈 、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構ホ情報]で、サーバ状態色、憧体カバーの状 
態は、反映されます。 

■電源の表示 

冗長電源構成の装置を非冗長電源構成で起動させると、起動中に電源モジュールを実装しても、 
ESMPRO/ServerManager で実装した電源モジュールの情報は表示されません力《、冗長状態については正しく表示され 
ます。 

実装した電源モジュール状態を反映させるためには、 OS を再起動して < ださい。 


■冗長ファンの挿抜時の ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の表示 

冗長ファンをホットスワップにて挿巧すると、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のファンの構成が反 
映されないことがあります。 

冗長ファン挿巧時にな下のイベントログが登録されますので、構成が反映されないときは、 SNMP サービスを再起動 
してください。 


ソース 


ESMCommonService 


イベント ID 
説明 


1602 

スロットまたはコネクタに新しいデバイスが接続されました。 
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な•な 他製品との共存 

■ Microsoft SQLServer 6.5 との混在時の CPU 負荷 

な下の状況で使うときは、 ESMPRO / ServerAgent のサービスの CPU 負おが上昇 (+10% lil 上)することがあります。 

• を件 

-同ーマシンに Microsoft SQI _ Server 6.5 と ESMPRO / ServerAgent がインス I ルされていて、サービスが開始し 
てし、る。 

• Microsoft SQLServer 6.5 のオプシヨン[パフォーマンスモニタ統合]のチェックがオンになっている。 

• 確認方法 

パフォーマンスモニタを使って 、 Microsoft SQLServer 6.5 のオプシヨンで[パフォーマンスモニタ統合]のチェック 
をオン/オフしたときでな下の値を比較してください。 

オブジェクト ： Process カウンタ：％ Processor Time インスタンス ： ESMCMN 

チェックを変更した後には必ず OS を巧起動してください。再起動しないと、パフォーマンスモニタで 


中ント 


• 対処ちま 

上記の確認方まで取得した CPU 負荷率が、 SQLServer オプションのチェックのオン/オフで大き〈違うときは、チ 
ェックをオンにすることによる CPU 負荷率の増加と考えられます。 

これは、 SQLServer オプションがオンに設定される事で 0 S から取得するパフォーマンスデータの項目が増加し、 
それに伴い OS からパフォーマンスデータを取得するサービス巧のパフォーマンスデータ解巧化理に、時間がかか 
るために発生します。 

もし、 SQLServer のパフォー マンス データを監視しないのであれば、不要なパフォー マンス データを取得すること 
による CPU 負巧の増加を避けるために SQLServer オプションをオフにしてください。 

■ CLUSTERPRO システムにおけるファイルシステム監視 

弊社の CLUSTERPRO によるクラスタ環境で ESMPRO / ServerAgent を使うときは、運用系サーバで設定した空き容 
量監視機能のしきい値、監視のち効/無効は、フ I ールオーバーが発生すると待機をサーバへ引き継がれません。 

必ず、待機をサーバでしきい値、監視のち効/無効を設定しなおしてください。 

■ Oracle 製品との共存 

Oracle 製品をインストールすると、 SNMPService のスター ト アップが「自動」から「手動」に変更されることがあり 
ます。変更されたときは「自動」に戻した上で、 Oracle 製品の説明書に従って正し < 設定してください。 

不明点等は 「 NEC オラクルレスポンスセンター」へお問い合わせ〈ださい。 
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■ Microsoft Failover Cluster ( MSFC )* 

MSFC を巧うと、化下のイベントがを録され、 ESMPRO/ServerManager に通報されることがあります。 


AlertManagerMainService 

802 

System ログ監視中に過ちのイベントを検知しました。 
な下の原因が考えられます。 

-システム時刻が変更された。 

-シャットダウンが正常に行われなかった。 

-イベントログファイルが壊れている。 


ソース 


イベント ID 
説明 


MSFC では、クラスタ構ホにしているコンピュータのイベントがすべて見えるという機能がありますが、（片方をシャ 
ットダウン、または起動したときなど)日付順にイベントがイベントログに格納されないことがあります。 
ESMPRO/ServerAgent では、イベントが日付順になつているかをチェックしているため、日付順でないイベントを発 
見すると「過去のイベントを検出した」ということで、上記イベントをを録します。 

MSFC の機能が原因でこのイベントが登録されたときも、イベントログ監視機能は継続していますので、日せ順に並 
んでいるイベントに対しては正しく機能します。 

(*) MSFC は、 Windows Server 2008で Microsoft Cluster Service ( MSCS ) から名称が変更されました。 


ぶ.夕通報 


■アラート 

アラートビユーアで表示されるアラートの詳細情報は、アラートにより一部の情報が「不明」と表示されるものがあ 
ります。 

■削除された通報手段 

ESMPRO/ServerAgent Ver . 4.3 からな下の通報手段が未サポートになります。 

• ページャ通報 
• ALIVE 通報 

■一般クライアント通報 

「一般クライアント通報」は使えません。通報手段をち効にしてもエラーにはなりませんが、通報されません。 
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な JO OS 依存 

■Windows Server 2003 R 2 で提供される「ハードウエアの管理」の利用 

Windows Server 2003 R 2 で提供される「ハードウエアの管理」を利巧されるときは、な下に掲載している「ハードウ 
エアの管理」利用の手引きに従ってご利用ください。 

http://su 叱 ort . exjDress . nec . co . 山/ care / techinfo / techinfo.html 


■インストール/アンインストール時のセキュリティ設定 

Windows Server 2003 R 2 な前の OS で、[口ーカルポリシー]-[ユーザー権利の割り当て]の「認証後にクライアントを 
偽装」の項目から" Administrators " グループを削除しているときは、な下の手順に従ってインストールまたはアンイン 
ストールしてください。 

1. 「コントロールパネル J から惜理ツール]-[口ーカルセキュリティポリシー ] をダブルクリックします。 

2. [口ーカルポリシー]-[ユーザー権利の割り当て]の「認証後にクライアントを偽装 J の項目に" Administrators" 
グループを追加します。 

3. OS を再起動します。 

4. インス!ルまたはアンインス!ルします。 

5. 口ーカルセキュリティポリシーの設定を元に戻します。 

6. OS を再起動します。 

■ ServerCore インストールのを 意 事項 

Serve に ore インストールでは、な下のを意事項があります。 

• 設定ツール ( amsadm . exe ) のヘルプウィンドウは表示されません。 

• な下の機能は使えません。 

-マネージャ通報 ( TCP/IPO 山- of - Band ) 

• ESMPRO/ServerManager のシリアルポート情報のな下の項目が、「不明」と表示されることがあります。 

-最高通信速度 
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■ユーザーアカウント制御 

Windows Vis ね / Windows Server 2008な降において、ユーザーアカウント制御がち効の場合、 ESMPRO/ServerAgent 
の「コントロール パネル」 の 起動や、 collect を実行したときなどに、管理を ( Administrator ) 権限へ昇格させるためのダ 
イアログが表示されることがあります。表示されたときは[続行]をクリックしてください。 



■ J 旧2004対応日本語フナント 

ESMPRO / ServerAgent は 、 Windows Vista / Windows Server 2008な降でサポートされた J に2004フナントに対応し 
ていないため、一部の日本語の文字が正しくま示されないことがあります。インストール時のインストールをパス名 
に J に2004フオントでは入力しないでください。 

■マウスボタン数 

Windows Vista / Windows Server 2008な降では、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構ホ情報]にて、マウスボ 
タン数は「不明」と表示されます。 

■ CPU 負荷率の監視 

Windows Vista / Windows Server 2008な降では、 OS の問題で CPU 負荷率取得時にメモリリークが発生することがあ 
ります。 CPU 負荷率を監視しないときは、な下の手順に従って CPU 負巧率監視のモジュールを外して〈ださい。 

1 . 「コントロールパネル」から[管理ツール]-[サービス]をダブルクリックします。 

2. [ESMCommonSerivce] をちクリックし、[停止]をクリックします。 

3. %SystemRoot%¥system32¥cpuperf.esr のファイル名をな下のとおり変更します。 

「 cpuperf ' esr 」 一 「 cpuperf ' bak 」 

《64ビット版 OS のときは、な下のファイルを変更して〈ださい。 
% SystemDrive %¥ Windows ¥ SysWOW 64¥ cpuperf.esr 

4. [ESMCommonSerivce] をちクリックし、[開御をクリックします。 
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■Windows Vista へのインストール時に Windows ログにを録されるイベント 

ESMPRO/ServerAgent を Windows Vis ねヘインス I ルすると、な下のイベントが Windows ログ(システム)にを録さ 
れることがありますが問題ありません。 


ソース 

Windows Defender 

イベント ID 

3004 

レベル 

: 警告 

説明 

Windows Defender リアルタイム保護エージェントで、変更が検出されました。 

これらの変更を行ったソフトウェアに潜在的リスクがないか分がすることをお勧めし 

ます。これらのプログラムの動作モまに関する情報を使って、これらのプログラムの 

実行を許可するか、コンピュータから削除するかを選択できます。プログラムまたは 

ソフトウ X ア発行をを信頼できる場合のみ、変更を許巧してください。 Windows 

Defender は許巧された変更を元に戻せません。 


■仮想化環境のホスト OS 上でのを意事項 

ESMPRO/ServerAgent は連続運用が危検な障害情報を検出すると、デフォルトの設定では OS をシャットダウンしま 
す。 

仮想化環境でゲスト OS を稼動させている環境では、ゲスト OS がシャットダウンされずにサービスコンソールがシ 
ャットダウンするため、ゲスト OS からは予期せめシャットダウンが発生したことじなります。 

ゲスト OS の正常終了を重視されるときは、 ESMPRO/ServerAgent からの通報によるシャットダウン機能を無効にし、 
障害発生時には手動でゲスト OS からシャットダウンしてください。 

[通報によるシャットダウン機能の設定手順] 

1. 管理を ( Administrator ) 権限のあるユーザーでログオンします。 

2. 「コントロールパネル J から [ ESMPRO / ServerAgen りをダブルクリックします。 

ESMPRO/ServerAgent のプロパティウィンドウが表示されます。 

3. [全般]タブの[通報設定]をクリックします。 

アラートマネージャ設定ウィンドウが表示されます。 

4. 間定]タブの[通報基本設定]をクリックします。 

通報基本設をのウィンドウが表示されます。 

5. [その他の設定]の「シャットダウン開始までの時間設定 J 項目が、ホアイコン(無効)になっていることを巧認し 
ます。 

緑アイコン(ち効)になっているときは、アイコンをクリックしてホアイコン(無効)に変更して〈ださい。 

6. [0 K ] をクリックして設定を終了します。 
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■Windows 7( x 64) / Windows Server 2008 R 2 への Service Pack 1( SP 1) の適用 

ESMPRO/ServerAgent がインス I ルされている環境に 、 Windows 7 SP 1 / Windows Server 2008 R 2 SP 1 を適用す 
るときは、 SP 1 適用前に更新プログラム ( KB 2487 が 6) を適巧していないと、な下のイベントが Windows ログ(システ 
ム)に登録されることがあります。 


ソース 

ESMCommonService 

イベント ID 

9103 

レベル 

エラー 

説明 

監視 DLL のスレツド内でエラーが発生しました。 

ソース 

Service Control Manager 

イベント ID 

7034 

レベル 

エラー 

説明 

xxx (*) サービスは予期せめ原因により終了しました。 

このサービスの強制終了は1回目です。 

(*) XXX には ESMPRO / ServerAgent のサービスが記載されます。 


本件に関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。 
-マイクロソフトサポート技術情報-文書香号:2487が6 
http://support.microsQft.com/kb/ 2487426 

上記サポート技術情報の修正プログラムを適用してください。 

更新プログラムに関する情報および適用手順については、下でも公開しています。 
■ Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の Service Pack 1について 
http :// support . express . nec . co . ip / os / w 20 Q 8 r 2/ sp 1 .htm 

適用ガイド 

- 「Windows Server 2008 R 2 Service Pack 1適用について」 

- 「Windows 7 Service Pack 1適用について」 
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な .11 その他 

■ OS 起動時に表示される esmcmn . exe のポップアップウィンドウ 

DVD ドライブなどを搭載した装置に ESMPRO / ServerAgent をインストールしたとき、メディアの内容を参照後、エ 
クスプローラの機能を利用して ソフ トウ エア イジ エク ト(エクスプローラからドライブをちクリックし、[取り出りを 
クリックする)でメディアを取り出し、エクスプローラを路了せずに 0 S を再起動させると、な下の内容のポップアッ 
プウィンドウが表示されることがあります。 

ポップアップウィンドウのま示内容(表示されるドライブ名は、 OS により異なります） 


例： DVD ドライブ 



上記ポップアップウィンドウが表示されたときは、ダイアログボックスの[中止]または[無視]をクリックしてダイアロ 
グボックスを閉じてください。ダイアログボックスを閉じないと、 Works ね tion サービス、または関連したサービスが 
開始できず、 0 S の動作が不ま定になることがあります。 

また OS を再起動するときは、エクスプローラなどメディアを参照しているプログラムを終了させた後に、再起動し 
てください。 

■ PCI ホットプラグ 

ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構風青綱じよりサーバ情報を参照中に、 PCI ホットプラグにより当該サーバ 
の構成を動的に変更したときは、 ESMPRO / ServerManager で監視対象サーバを再度選巧して、[サーバ状態/構成情報] 
ツリーを更新して〈ださい。 

ツリーを更新しないときは、 PCI ホットプラグによる HW の構成変更が反映されないため、現在の HW の情報と異な 
ることがあります。 

また、 ESMPRO / ServerAgent のトラップ送信先に ESMPRO / ServerManager の装置がを録済みであれば、構成を至の 
タイミングで 「 Slot 状態」に関するトラップがマネージャに送信されるため、 ESMPRO / ServerAgent をインストール 
した装置の構成が変更されたことを ESMPRO / ServerManager で確認できます。 

■スリープ状態での監視 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされた装置がスリープ状態(システムスタンバイ/システム休止状態)のときは、 
ESMPRO / ServerManager から監視できません。 

ESMPRO / ServerManager のサーバ監視設定で、サービスけーバの無応答時にアラートをき録する設定をしていると 
き、 ESMPRO / ServerAgent をインストールした装置がスリープ状態になると 「 SNMP サービスアクセス不能(または 
サーバアクセス不能)」の通報が上がり、サーバアイコンの状態が不明になるため、監視対象の装置がダウンしたのか 
スリープ状態なのかは区別できません。監視対象の装置をスリープ状態になる設定で運用されるときはを意してくだ 
さし、。 
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■二重化システム管理 

CLUSTERPRO を使った二重化システム管理を使うときは、運用/待機両系別々の口ーカルディスクに 
ESMPRO / ServerAgent をインストールします。2台のサーバにインストールするなかは通常のインストールと同じで 
す。 


■ HW の不具合発生をの再起動 

HW の不具合を検出したときは、 0 S をシャツトダウンします。 

シャツトダウン後に不具合を対処/復旧せずに OS を再起動すると、再起動の直後にシャツトダウンすることがありま 
す。必ず不具合を対化/復旧したあとに 0 S を再起動してください。 

■シャツトダウン監視 

シャツトダウン監視を巧うときは、すべてのシャツトダウン処理が監視対象となります。 

0 S の再起動、電源 OFF を伴わないシャツトダウンを使うアプリケーシヨンがあるときは、タイムアウト時間を長め 
に設定するか、シャツトダウン監視を OFF にしてください。 

■ IEEE 1394 ネツトアダプタの LAN 監視 

IEEE 1394 ネツトアダプタが搭載される装置では、 IEEE 1394 ネツトアダプタを別の IEEE 1394 ネツトアダプタを搭載 
する装置と接続したときに、 ESMLANService での LAN 監視はできません。そのような構成では、 LAN 監視を ON に 
しないで〈ださい。 

※な下のような構成では監視できません。 



■ メモリリーク 

Windows Vista / Windows Vista SP 1 / Windows Server 2008において、 ESMPRO/ServerAgent が動作すると、メモリ 
リークが不定期に発生します。 

本件に関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書番号:955515 

http :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ： ia ： 955515 

上記サポート技術情報の修正プログラム、または SP 2 を適用してください。 

Windows Vista SP 2 / Windows Server 2008 SP 2 には、上記な術情報の修正プログラムが含まれているため、 SP 2 適 
用を推奨します。 

本件は、 ESMPRO / ServerAgent の[アラートマネージヤのバージョン情報]が 「 Ver . 4.10」 lil 降のときに発生します。 
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w 下の手順に従つて[アラートマネージャのバージョン情報]を確認してください。 

1. 「コントロールパネル」から [ ESMPRO / ServerAgent ] をダブルクリックします。 
ESMPRO/ServerAgent のプロパティウィンドウがま示されます。 

2. [全般]タブの[通報設对をクリックします。 

アラートマネージャ設定ウィンドウが表示されます。 

3. [ヘルプ]-[バージョン情制をクリックします。 

4. [アラートマネージャのバージョン情報]に表示されているバージョンを確認します。 
例：「アラートマネージヤ Ver . 4.10 J とま示されます。 


■ ESMPRO/ServerManager での監視 

ESMPRO/ServerManager のバージョンカ<、監視対象の ESMPRO/ServerAgent のバージョンよりちいときの動作は保 
障しておりません。また、監視できない項目があります。必ず ESMPRO/ServerAgent と同バージョンか、 
ESMPRO/ServerAgent より新しいバージョンの ESMPRO/ServerManager を使って、監視して < ださい。 

■ ESRAS ユーティリティの「リモートサーパの情報表示」 

ESRAS ユーティリティの「リモートサーパ’の情報表示」を使うときは、 f 妾続対象装置のパスワードが空白(パスワー 
ドなし)だとを続エラーとなります。な下の手順に従って、接続対象装置のセキュリティの設定を変更してくださし、。 

1. 「コントロールパネル」から憎理ツール]-[口ーカルセキュリティポリシー]をダブルクリックします。 

[口ーカルセキュリティ設定]ウィンドウが表示されます。 

2. 左ペインのツリービューより[口ーカルポリシー]- [ セキュリティオプション ] をクリックします。 

ちペインにポリシーの一覧が表示されます。 

3. ポリシーの一覧より、[アカウント：口ーカルアカウントの空のパスワードの使用をコンソールログオンのみ 
に制限する]をダブルクリックします。 

4. [ち測に設をされているときは、[無测に変更して [0 K ] をクリックします。 

すでに[無効]に設定されているときは変更しません。 

※[ち効]のまま運用されるときは、空白のパスワード(パスワードなし)は使えません。 

5. [口ーカル セキュリティ設定]ウィンドウを閉じて終了します。 

な上で設定はお了です。再起動は不要です。 
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• Windows XP の動作する装置に接続するとき 

接続対象装置の OS が Windows XP のときは、上記の設定を行っても接続エラーとなります。 

Windows XP の設定をを更することで「リモートサーバの情報表示」が使えるようになります。なお 、 Service Pack 
未適用時、および Service Pack 1適巧時は、手順6、7は不要です。 

1. 「コントロール パネル」から惜理 ツール]-[口ーカル セキュリティ ポリシー ] をダブルクリックします。 

[口ーカル セキュリティ設定]ウィンドウが表示されます。 

2. ちペインのツリービューより [口ーカル ポリシー]- [ セキュリティオプション ] をクリックします。 

ちペインにポリシーの一覧が表示されます。 

3. ポリシーの一覧より、[ネットワークアクセス：口ーカルアカウントの共有とセキュリティモデル]をダブルク 
リックします。 

4. [口ーカルセキュリティの設定]タブを[クラシック-口ーカル ュー ザーが口ーカル ュー ザーとして認証する] 
に変更して、[〇のをクリックします。 

すでに [クラシック- 口ーカル ユー ザーが口ーカル ユー ザーとして認証する]に設定されているときはを更不 
要です。 

5. [口ーカル セキュリティ設定]ウィンドウを閉じて終了します。 

6. 「コント ロール パネル」に戻って、 [Windows ファイアウォール]をダブルクリックします。 

[ Windows ファイアウォール]ウィンドウがま示されます。 

7. [例外]タブから[ファイルとプリンタの共ち]のチェックボックスにチェックを入れて、 [ OK ] をクリックして終了 
します。 

な上で設定は絡了です。再起動は不要です。 


■ ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の表示内容 

ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情綱の表示箇所では、機種、環境により、いくつかの項目が「不明」と 
表示されることがあります。 

■ OS シャツトダウン中のサーバアイコンの表示 

OS をシャツトダウンすると、 ESMPRO / ServerManager のサーバアイコンが一時的に黄色(警告)となることがありま 
すが、システムの運用に問題ありません。 
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付録 

■ポートー覧 

ESMPRO/ServerAgent で使うポートはな下のとおりです。 

ファイアウォールを使うときは、必要に応じてポート間の通信を許可するように設定して〈ださし、。 

[ESMPRO/ServerManager <-> ESMPRO/ServerAqent 間 ] 


機能 

ESMPRO/ServerManager 

方向 

ESMPRO/ServerAgent 

棉考 

自動登録 

サーバ監視 ( SNMP ) 

不定 

—> 

<— 

161 /udp 

snmp 

マネージャ通報 ( SNMP ) 

162 /udp 

<— 

不定 

snmp-trap 

マネージャ通報 ( TCP/IPin Band ) 

31134 /tcp 

<— 

—> 

不定 



X 双方向のものは、上段の矢印が通信開始時のもので、下段は折り返しの通信を示します。 

义 マネージャ通報 ( TCP/IP in Band ) で使うポート番号は、アラートマネージャ設定ウインドウで変更できます。 
X 「不定」の箇所はポートが決まっていません(通信開始時未使巧のポートを使います)。 


[ESMPRO/ServerAgent <-> メールサーバ間 ] 


機能 

ESMPRO/ServerAgent 

方向 

メ ールサーバ 

棉考 

エクスプレス通報サービス 

(インターネットメール） 

不定 

—> 

<— 

25 /tcp 

smtp 



*. — 

—> 

110 /tcp 

(Pops)* 


(*) POP before SMTP 対応バージョンのエクスプレス通報サービスを導入しているときのみとなります。 

エクスプレス通報サービスは ESMPRO/ServerAgent のバージョンに依存していませんので、ご利用の環境によ 
り POP before SMTP 対応バージョンが導入されている事があります。詳細は NEC フイールデイングにお問い 
合わせください。 
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■サービスー覧 

ESMPRO / ServerAgent で使うサービスはな下のとおりです。 


サービス名 

プロセス名 

スタート 

アップ 

機能概要 

備考 

Alert Manager Main Service 

AMVMain.exe 

自動 

さまざまな障害通報に関 

して管理します。 


Alert Manager Socket ( S ) 

Service 

amvscks.exe 

手動 

TCP / IP を使ってマネージ 

ャ通報(送信）します。 

通報基本設定で、マネー 

ジャ通報 ( TCP/IP 

In - Band )、 マネージャ通 

報 ( TCP/IP 0山- of - Band ) 

の、いずれかをち効(緑） 

で起動、すべて無効(ホ） 

で停止。 

ESMAMI Service 

esmami.exe 

自動 

AMI 社製 RAID システム 

の構成を管理し、物理デ 

バイスや論理デバイスの 

状態を監視します。 

(1)* 

ESMDiskArray 

esmda.exe 

自動 

Promise 社製、および LSI 

な製 RAID システムの構 

成を管理し、物理デバイ 

スや論理デバイスの状態 

を監視します。 

(1)* 

ESM Storage Service 

esmstrg.exe 

自動 

ストレージをデバイスの 

構成を管理し、ハードデ 

ィスクドライブの予防保 

守情報を監視します。 

(1)* 

ESMFSService 

esmfs.exe 

自動 

フアイルシステムの構成 

を管理し、空き容量を監 

視します。 


ESMLANService 

esmlan.exe 

無効 

ネットワーク回線の負 

お、障害を監視します。 

(1)* 

ESMCommonService 

esmcmn.exe 

自動 

温度/電圧/ファン/電源/ダ 

ンプ設定を監視します。 


ESM System Management 

Service 

esmsmsrv.exe 

自動 

温度/電圧/ファン/電源/ド 

ア等を監視します。 

IPMI 巧応機種のみ。 

(1)* 

ESRAS Utility Service 

nvramsrv.exe 

自動 

ESRAS ユーティ IJ ティ 

で表示する情報を採取し 

ます。 


ESMPS 

ESMPS.exe 

自動 

CPU / IO モジユールの状 

態を監視します。 

(2)* 
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ESMBmcConfigMonitoring 

esmbmcm.exe 

自動 

BMC のコンフイ グレー シ 

の* 




ヨン情報の変更を監視し 





ます。 



(1) * Express 5800 / ft サ ー/ くの機種ではを録されないサービスです。 

(2) * Express 5800化 サ ー/ くの機種でのみを録されるサービスです。 
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■サービスの開始/停止順 


サービスを手動で開始または停止するときは、な下の順序で開始または停止します。 
装置によっては登録されていないサービスもあります。 


【順序】 

【サービス停止】 

【サービス開始】 

1. 

ESM AMI Service 停止 

ESMCommonService 開始 

2. 

ESM Storage Service 停止 

ESM System Management Service 開始 

3. 

ESMDiskArray 停止 

SNMP Service 開始 

4. 

ESMFSService 停止 

(Alert Manager ALIVE ( S ) Service )* 開始 

5. 

ESMLANService 停止 

Alert Manager Main Service 開始 

6. 

ESMCommonService 停止 

Alert Manager Socket ( S ) Service 開始 

7. 

ESM System Management Service 停止 

ESM AMI Service 開始 

8. 

ESRAS Utility Service 停止 

ESM Storage Service 開始 

9. 

ESM PS 停止 

ESMDiskArray 開始 

10. 

ESMBmcConfigMonitoring 停止 

ESMFSService 開始 

11. 

(Alert Manager ALIVE ( S ) Service )* 停止 

ESMLANService 開始 

12. 

Alert Manager Main Service 停止 

ESRAS Utility Service 開始 

13. 

Alert Manager Socket ( S ) Service 停止 

ESMPS 開始 

14. 

SNMP Service 停止 

ESMBmcConfigMonitoring 開始 


(*)Alert Manager ALIVE ( S ) Service は、エクスプレス通報サービス、または WebSAM AlertManager がインス I ル 
されているときのみ、を録されるサービスです。 
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